　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（別紙２）被保護者用
住宅扶助代理納付申請書
　　年　　月　　日
北見市長　様
　　　　　　　　　　　　　　申請者　住　　所
氏　　名　　　　　　　　　　　　　　㊞
　　　　　　　　　　　　　　　　　　電話番号
私は、裏面の「住宅扶助代理納付に関する留意事項」を承諾の上、下記の理由により　　　　　年　　月から住宅扶助代理納付を申請します。
	被保護者
	氏名
	

	
	住所
	〒
電話　　　　（　　　）

	賃貸人
	氏名
(会社名)
	

	
	住所
(所在地）
	〒
電話　　　　（　　　）

	家賃額等
	　　　　　　　　　　　　　　　　　　　円（月額）

	契約期間
	　　　　年　　月　　日　～　　　　　年　　月　　日

	代理納付を
必要とする理由
	


※賃貸借契約書（写）を添付してください。
住宅扶助代理納付に関する留意事項
１　住宅扶助代理納付の定義
□生活保護の目的を達成するために必要があるときに、北見市長が住宅扶助基準額の範囲内で住宅扶助費として認定した額を、被保護者に代わり家主又は管理業者等（以下「家主等」という。）に支払うこと。
２　代理納付の範囲
　□北見市の住宅扶助費認定額が原則代理納付の額となります。
　□代理納付対象外となるもの：滞納家賃、管理費、火災保険料、保証料等、住宅の修繕、火災
による損害、退去時の片付け等（共益費については対象可能とする。）
　□家賃が住宅扶助費を上回る場合は、その差額については代理納付することはできません。
３　代理納付の支給方法
　□原則として、代理納付の対象となる住宅扶助費は保護費支給日に支払います。（翌月分の住宅
家賃としての支払）
　□保護の変更、停止、廃止、あるいは家主等の変更により、既に代理納付した住宅扶助費が過
払いとなり北見市から納付書による返納通知があった場合は、速やかに過払いとなった住宅
扶助費を返還してください。
４　その他
　□家賃金額や振込先口座が変更となった場合あるいは家主等が変更となった場合は、速やかに
　　北見市に届け出ること。
　□保護の変更、停止、廃止により代理納付の適用が中止となった場合は、その旨を家主等及び
　　被保護者に通知します。
　□代理納付の実施により、家主等に対し北見市が代理納付以外の責めを負うものではありませ
ん。
